
R

P A T E N T 日本弁理士会広報誌

2   0   1   6
●「PATENT  ATTORNEY」 は
　「弁理士」のことです。

VOL. 83

●
シ
リ
ー
ズ
特
産
品（
武
州
正
藍
染
） 

●
知
っ
て
お
き
た
い
！
こ
の
技
術 

　
ト
レ
ン
ド
て
っ
く（
セ
ル
ロ
ー
ス
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー 

C
N
F
）

●
知
財
T
O
Y
B
O
X  

●
知
的
財
産
権
な
ん
で
も
Q
&
A

●
漫
画「
な
す
び
く
ん
の
お
仕
事
」

●
特
許
庁
か
ら
の
お
知
ら
せ

●JPAA Inform
ation

ヒ
ッ
ト
商
品
を
支
え
た

知
的
財
産
権

肌
ス
ト
レ
ス
の
な
い
高
い
洗
浄
力
を
実
現

◎
ヒ
ッ
ト
商
品
は
こ
う
し
て
生
ま
れ
た

「
マ
イ
ル
ド
ク
レ
ン
ジ
ン
グ 

オ
イ
ル
」

明治日本の産業革命遺産
韮山反射炉／静岡県
※江戸防備のための砲を鋳造した、日本で唯一現存する
　耐火レンガ製の反射炉。

日本弁理士会マスコットキャラクター
「はっぴょん」
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ヒット商品は、こうして生まれた！　

株
式
会
社
フ
ァ
ン
ケ
ル
の「
マ
イ
ル
ド
ク
レ
ン

ジ
ン
グ 

オ
イ
ル
」は
1
9
9
7
年
、耐
水
性

の
高
い
フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
メ
イ
ク
ア
ッ

プ
化
粧
品
を
き
れ
い
に
落
と
せ
る
商
品
と
し

て
開
発
さ
れ
た
。オ
イ
ル
タ
イ
プ
の
ク
レ
ン
ジ

ン
グ
剤
の
先
駆
け
的
存
在
で
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
口
コ
ミ
サ
イ
ト
で
ク
レ
ン
ジ
ン
グ
部
門
の

大
賞
を
受
け
る
な
ど
、売
り
上
げ
を
伸
ば
し

た
。ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
商
品
と
し
て
同
社
の
柱
の

一つ
と
な
っ
て
い
る
。

　

独
自
の
界
面
活
性
剤（
中
鎖
脂
肪
酸
ポ
リ

グ
リ
セ
リ
ン
エ
ス
テ
ル
）を
開
発
し
た
の
が
、技

術
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
。一
般
的
に
油
性
の
ク
レ

ン
ジ
ン
グ
剤
は
水
や
湯
と
混
じ
っ
て
乳
化
す
る

と
洗
浄
力
が
落
ち
る
。同
社
の
界
面
活
性
剤

は
、濡
れ
た
手
で
使
っ
て
も
機
能
を
発
揮
で
き

る
水
の
可
溶
化
力
を
実
現
し
、入
浴
時
に
も

使
用
で
き
る
特
性
を
備
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

化
粧
品
に
は
流
行
が
あ
り
、ま
た
他
社
の

競
合
商
品
が
出
現
し
て
、常
に
リ
ニュ
ー
ア
ル

が
求
め
ら
れ
る
。同
社
で
は
3
〜
4
年
の
サ

イ
ク
ル
で
機
能
と
使
用
感
の
向
上
を
図
っ
て

き
た
。2
0
1
3
年
11
月
の
リ
ニュ
ー
ア
ル
発

売
で
は
、新
た
に
開
発
し
た
界
面
活
性
剤
と

油
剤
で
そ
れ
ぞ
れ
特
許
を
取
得
し
て
、水
の

可
溶
化
力
と
ク
レ
ン
ジ
ン
グ
力
、使
い
心
地

を
向
上
さ
せ
た
。

　

新
た
に
開
発
し
た
原
料
は
、安
全
確
認
だ

け
で
な
く
、機
能
性
の
確
認
に
も
多
く
の
時

間
を
要
す
る
。例
え
ば
人
間
の
肌
に
近
い
人

工
皮
革
に
化
粧
品
を
塗
布
し
、一
定
の
圧
力

で
一
定
回
数
こ
す
っ
て
水
で
流
し
て
洗
浄
力

を
検
証
し
な
が
ら
、他
社
商
品
や
自
社
の
従

来
商
品
と
の
比
較
も
行
う
。こ
す
ら
ず
に
メ

イ
ク
を
落
と
せ
る
よ
う
に
配
合
す
る
増
粘

剤
な
ど
の
割
合
も
重
要
で
、さ
ま
ざ
ま
な
材

料
の
組
み
合
わ
せ
、割
合
を
試
し
な
が
ら
最

善
を
導
き
だ
す
。使
い
心
地
を
左
右
す
る
、

洗
い
流
し
た
後
の
肌
の
つ
っ
ぱ
り
感
も
含
め

て
、最
終
的
に
は
同
社
の
モ
ニ
タ
ー
な
ど
に
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
て
、ユ
ー
ザ
ー
の
声
を
聞

く
こ
と
が
不
可
欠
だ
と
い
う
。

　

同
社
化
粧
品
研
究
所
所
長
の
粂
井
貴
行

さ
ん
は「
常
に
機
能
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
い
ま

す
が
、支
持
さ
れ
て
い
る
商
品
だ
け
に
、ど
こ

を
改
善
す
べ
き
か
思
案
し
ま
す
」と
明
か
す
。

同
社
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る「
安
心・
安
全
」か

ら
、肌
に
必
要
な
成
分
を
保
持
し
た
ま
ま
汚

れ
を
取
り
除
く
、安
全
性
と
機
能
性
の
バ
ラ

ン
ス
を
と
る
の
も
難
し
い
。同
社
の
商
品
は
一

貫
し
て「
無
添
加
」の
た
め
、容
器
や
製
造
段

階
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
が
開
発
さ
れ
て
い

る
。マ
イ
ル
ド
ク
レ
ン
ジ
ン
グ
オ
イ
ル
で
は
雑

菌
の
混
入
を
避
け
る
た
め
に
、容
易
に
開
け

ら
れ
な
い
ボ
ト
ル
が
使
わ
れ
て
お
り
、意
匠
登

録
さ
れ
て
い
る
。ま
た
無
香
料
で
あ
る
ゆ
え

に
、原
材
料
の
持
つ
匂
い
を
脱
臭
す
る
工
程

も
加
え
ら
れ
て
い
る
そ
う
だ
。

　

知
財
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
、粂
井
さ
ん
は

こ
う
語
る
。「
マ
イ
ル
ド
ク
レ
ン
ジ
ン
グ 

オ
イ
ル

で
は
基
本
骨
格
の
特
許
技
術
を
今
で
も
応

用
し
て
い
ま
す
。リ
ニュ
ー
ア
ル
で
新
た
な
特
許

を
追
加
し
て
、最
初
の
特
許
が
失
効
し
て
も

技
術
を
守
れ
る
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。特

許
で
自
社
技
術
を
守
る
と
い
う
面
も
あ
り

ま
す
が
、ク
ロ
ス
ラ
イ
セ
ン
ス
も
多
い
業
界
な
の

で
、そ
の
た
め
の
財
産
と
し
て
持
っ
て
お
く
と

い
う
意
味
合
い
も
大
き
い
で
す
」。同
社
は
化

粧
品
、サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
併
せ
て
年
間
50
件
ほ

ど
の
特
許
を
出
願
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
。

「マイルドクレンジング オイル」
肌ストレスのない高い洗浄力を実現

特　　許　　第5453556号
　　　　　　第3729836号　ほか
意匠登録　　第1441215号



知っておきたい！この技術

25
セルロース
ナノファイバー
(CNF)

　

武
州
正
藍
染（
ぶ
し
ゅ
う
し
ょ
う
あ
い
ぞ
め
）。こ
の
幾
分
い
か
め
し
く
響
く

言
葉
は
、旧
国
名
武
蔵
国
の
別
称
で
あ
る
武
州
で
江
戸
時
代
、天
明
年
間

頃
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
藍
染
め
手
法
と
そ
の
製
品
を
表
し
、現
在
で
は
埼
玉

県
北
部
の
羽
生
市
、加
須
市
、行
田
市
に
お
い
て
特
産
品
と
し
て
盛
ん
に
生

産
さ
れ
て
い
ま
す
。武
州
で
は
、藍
染
め
が
古
く
農
家
の
副
業
と
な
っ
て
お

り
、わ
が
国
資
本
主
義
の
父
と
も
呼
ば
れ
る
渋
沢
栄
一
も
藍
染
め
原
料
の
商

家
出
身
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

生
産
工
程
は
、正
藍
染
め
の
名
の
通
り
、ま
ず
藍
の
葉
か
ら
と
っ
た
染
料

を
自
然
発
酵
さ
せ
ま
す
。そ
し
て
糸
か
ら
染
め
る
糸
染
め
、あ
る
い
は
布
に
し

て
か
ら
染
め
る
型
染
め
を
手
作
業
で
行
い
ま
す
。こ
こ
か
ら
工
業
製
品
に
は

な
い
微
妙
な
風
合
い
が
生
ま
れ
、ま
た
使
い
込
む
ほ
ど
に
、色
合
い
が
美
し
く

変
化
し
て
い
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。今
で
も
糸
染
め
が
生
産
量
全
体
の
７
割

ほ
ど
を
占
め
、染
め
た
糸
を
織
る
こ
と
で
織
物
に
自
然
に
生
じ
る
繊
細
な
縞

模
様
は「
青
縞
」と
呼
ば
れ
珍
重
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
日
、作
務
衣
、剣
道
着
な
ど
に
使
わ
れ
る
、昔
な
が
ら
の
藍
の
濃
淡
の
み

の
素
朴
な
武
州
紺
織
だ
け
で
な
く
、型
染
め
に
よ
り
様
々
な
模
様
を
施
し
た

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
、シ
ャ
ツ
な
ど
も
生
産
さ
れ
好
評
を
博
し

て
い
ま
す
。「
武
州
正
藍
染
」の
名
称
は
、地
域
団
体

商
標
と
し
て
平
成
20
年
に
登
録
を
受
け
て
お
り
、ま

た
製
品
と
し
て
は
埼
玉
県
の
伝
統
的
手
工
芸
品
に

も
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。武
州
の
恵
ま
れ
た
風
土
と

歴
史
的
伝
統
に
培
わ
れ
た
正
藍
染
製
品
は
、「
武

州
正
藍
染
」の
名
の
も
と
に
、日
本
全
国
、さ
ら
に

海
外
へ
と
飛
躍
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　「プラモデル」は1960
年に登録された登録商
標です(第555762号)。

日本初のプラモデルはマルサン商店が1958
年に発売した潜水艦模型で、同社が商標登
録した「プラモデル」という名称は、当時造語と
して十分な識別性を有したのです。その後、多
くのメーカーがプラモデルに参入しましたが、他
のメーカーは「プラ模型」「プラスチックモデル」
などの名称を使っていました(英語では「オーセ
ンチックモデル」)。このため、マルサン商店は、
広告に「プラモデルと呼べるのはマルサンだ
け」という有名なキャッチフレーズを使っていま
した。今ではすっかり普通名称的に使われて
いますが、同登録商標は現在も存続しており、
日本プラモデル工業協同組合が商標権者と
なっています。
（弁理士 中川裕幸）

武州正藍染
地域団体商標登録　第5167617号

糸染め後の天日干し

写真提供：武州織物工業協同組合

第　　話8

登録商標
「プラモデル｣

　植物繊維をナノレベルまで細かく解きほぐしたものがCNFだ。鉄鋼

の5分の1の比重で同等の曲げ強度があり、熱に強いなどの特徴があ

る。世界的にCNFの開発が活発化し、近年では関連特許の出願件数も

増えている。そうした中、経済産業省は、2014年に「ナノセルロース

フォーラム」を設立して、関連産業の育成を支援している。

　CNFは、製紙各社が増産体制に入っており、用途開発で中小企業に

もチャンスがある。植物由来で生体適合性が高いことから、化粧品、医

薬品、食品の増粘剤のほか、医療分野で多様な可能性が見込まれる。

光の波長より短い数ナノレベルのCNFのシートは、透明で柔軟性もあ

り、IT端末や太陽電池などへの利用が図られている。表面にCNFを

コーティングした樹脂はガスバリア性が高く、包装材に適している。さら

に自動車や航空機の軽量化に貢献する構造材料としても期待される。

課題はCNFのコストで、解繊技術のさらなる進化が求められている。

　CNFは、稲ワラなどの農業残さ、食品加工廃棄物、間伐材や竹など

あらゆる植物資源を原料として利用できるという点で、国内資源に

よって国際競争力を高めることを可能にする技術でもある。

※このコーナーに掲載御希望の方は、“特産品”のプロフィール・連絡先を
　ＦＡＸ：03-3519-2706又はメール：panf@jpaa.or.jpまでお送りください。

シャツやバッグなどの新製品も展開



よ
く
ぞ
、

聞
い
て
く
れ
ま
し
た
。

中
小
企
業
で
の

知
財
の
活
性
化

の
為
に

弁
理
士
が

知
財
経
営
の

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を

し
ま
す
。

派
遣
さ
れ
る

弁
理
士
は
、

知
財
経
営

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の

ス
キ
ル
を
持
っ
た

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

で
す
。

使
命
感
に
燃
え
る

な
す
び
先
生

で
す
。

あ
っ…

、

な
す
び
先
生
が

ネ
オ
な
す
び
先
生

に
な
っ
て

輝
い
て
い
る…

私
も
研
修
を

受
け
て
い
ま
す
。

こ
の

「
知
財
キ
ャ
ラ
バ
ン
」

っ
て
何
で
す
か
？

３
回
の

訪
問
ま
で

無
料
で
す
よ
。

PATENT ATTORNEY［パテント・アトーニー］
●平成28年9月15日発行 第83号  ●無断転載禁止  ●編集／日本弁理士会広報センター  ●発行／日本弁理士会
●〒100ｰ0013  東京都千代田区霞が関3ｰ4ｰ2　●電話 03ｰ3581ｰ1211（代）　●FAX 03ｰ3581ｰ9188

http://www.jpaa.or.jp

　　　  以前、知り合いの弁理士に相談の
　　 うえ、特許庁に出願しました。その後、
特許庁から連絡がありましたが、その返事
の期限が過ぎていることを先週知りました。
何か方法はありますか？

　　　   期間徒過（応答期限が過ぎている
　　  状態）の場合でも、所定の手続きによ
り救済されることがあります。すぐにお知り合
いの弁理士にご相談ください。
　所定の手続きは、特許出願や商標登録
出願などで異なります。また、審査請求・拒絶
理由通知・登録料納付・在外者の場合など
でも異なります。さらに、「正当な理由（地震
など）」の条件を満たす必要がある場合もあ
ります。もちろん、場合によっては、救済され
ないこともあります。従いまして、まずは特許
事務所（弁理士）または特許庁にご相談され
ることをおすすめします。
　なお、一例として、特許庁からの連絡が「拒
絶理由通知」であった場合には、最近、ルー

ル変更がありました。今年（２０１６年）の
４月１日以降の応答期限であって期限が過
ぎてしまった場合でも、応答期限後２ヶ月以
内に請求すれば、「正当な理由」がなくても
２ヶ月の延長が認められるようになりました。
　また、熊本地震に関する手続期間の延
長は、特許庁ホームページをご参照くださ
い。救済が認められる期間については、手
続ごとに異なりますのでご留意ください。
http://www.jpo.go.jp/torikumi/hiroba/
kumamoto_encho.htm
http://www.jpo.go.jp/torikumi/hiroba/
kumamoto_kinkyuu.htm
　以上のとおり、細かい手続き内容は省略し
ましたが、期間徒過の場合であっても、あきら
めずに、まずは特許事務所（弁理士）または
特許庁に速やかにご相談してみてください。

◎このコーナーでは知的財産権に関する皆さまの質問にお
答えします。質問事項を記載して、下記の住所にハガキ、
FAX.03-3519-2706又は メール panf@jpaa.or.jp で
日本弁理士会 広報・支援室「Q&A係」までお送りください。

…………………………………………………
特許庁からのお知らせ

中小企業等の特許情報分析を支援します
特許庁は、中小企業等にとって費用負担の大きい特許情報
分析について、①「研究開発・出願」及び②「審査請求」の各
段階のニーズに応じた支援を行っています。
①「研究開発・出願」段階では、特許マップ等を通じ効果的な
　研究開発投資の促進や出願戦略の策定を支援します。
②「審査請求」段階では、先行技術調査を通じ、中小企業等
　の権利取得判断を支援します。
※知財戦略強化に役立つ支援です。ぜひご利用ください。

＜２８年度募集予定＞
①研究開発・出願段階（特許マップ等作成支援）
　第３回（７月～）、第４回（９月～）、第５回（１０月～）
②審査請求段階（先行技術調査支援）
　随時募集中（一社何件でも利用できます）
＜対象者＞
中小企業、公設試験研究機関、大学・高等専門学校・高校　等

支援内容詳細や申請書ダウンロードは以下の本事業ホームページ
をご覧ください。
http://ip-bunseki.go.jp/

阪間和之（作） 飯岡菜子（画）

JPAA
Information

JPAA
Information

◆【URL】http://www.jpaa.or.jp/?p=27541

　日本弁理士会では、特許、デザイン、ブランド、コンテン
ツ、製造ノウハウなどの知的財産の活用により、ワンランク
上の経営を目指す中小企業を応援する「弁理士知財キャ
ラバン」事業を実施しています。
　本事業は、今年で２年目となり、多くの企業を支援させ
ていただいております。
　日本弁理士会は、これからも知的財産を通じて、地域の
中小企業を応援し、日本の産業発展に貢献していきます。

大好評実施中です！
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